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―日本画家・吉岡堅二画伯の旧宅―

近代日本画界を代表する吉岡堅二画伯は、1944 年から1990 年ま
で東大和市清水で暮らし、伝統的な日本画の技法と西洋画の思考
を取り入れた新しい画風の作品制作に取り組みました。

◎�東大和市では、吉岡堅二画伯の旧宅を保存・管理し、資料の整理等を行っています。

＜略歴＞
1906（明治 39）年　東京の本郷に生まれる。
1926（大正 15）年　第７回帝展で初入選する。
1930（昭和 5）年　第11回帝展に出品した「奈良の鹿」が特選を受賞する。
1944（昭和19）年　大和村（現在の東大和市）に転居する。
1959（昭和 34）年　東京藝術大学で教

きょうべん

鞭をとる。
1966（昭和 41）年� �東京藝術大学中世オリエント遺跡学術調査団として、トルコのカッパドキア

に派遣される。
1967（昭和 42）年　法隆寺金堂壁画再現模写に参加する。
1990（平成 2）年　逝去

吉岡堅二画伯

登録された４つの建物

国の登録有形文化財に
中門
長屋門が設けられる以前に表
門として使用していました。
昭和37年に現在地に移設さ
れました。

▲主屋内部のアトリエ

吉岡堅二画伯の旧宅
（東大和市清水 3-779）

※西武多摩湖線武蔵大和駅から徒歩５分

蔵
明治 17 年の建築。伝統
的な土蔵の形式をもと
に、石蔵風の外観に改築
されています。

長屋門
昭和37年の主屋の改修時
に、他家の長屋門の解体
部材を用いて、現在地に
再建されました。風格あ
る造りとなっています。

わたしたちは　家事・育児・
介護などの責任を共に分かち
合うまちをつくります

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
の
受
付
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
会
議
時
間
は
午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
５
時
で
す
。
な
お
、
会
議

時
間
及
び
下
表
の
日
程
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
話
通
訳
の
配
置
を
ご
希
望

の
方
は
、
傍
聴
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
議
会
事
務
局（
フ
ァ

ク
ス
042
―
563
―
５
９
２
６
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

議
会
事
務
局
・
内

線
２
０
０
２
ま
で
。

〔東大和市男女共同参画
都市宣言（抄）〕

　郷土の日本画家・吉岡堅二画伯の旧宅（主屋など４件）
が国の登録有形文化財となりました。東大和市では、初の
登録となります。
　登録有形文化財制度は、近代等の文化財建造物を後世に
幅広く継承していくために作られたもので、登録には、建
設後50年以上が経過し、国土の歴史的景観に寄与してい
るなどの条件に該当する必要があります。
　今回の登録にあたっては、多摩地域でも少なくなった豪
農層の農家の景観を保った明治中期の建築物が現存してい
ること、さらに、この建物で半世紀近く吉岡画伯が創作活
動を行った点が、評価されました。
　今回の登録を記念した
特別公開を実施しますの
で、緑の中に佇む画伯の
旧宅を訪れてみてはいか
がでしょうか。
▽問合せ　郷土博物館
　☎042-567-4800まで。

	記念の特別公開
▽期日  ５月 23 日㈫～ 28 日㈰
▽時間  午前 10 時～午後４時
　※ 23 日㈫のみ午後１時 30 分～４時
▽イベント 
◦  記念式典 ５月 23 日㈫午後 1時 30 分から／市長挨拶

／プレート除幕式／建物解説等
◦  講演会 ５月 27 日㈯午後１時 30 分～３時 30 分／

講師 鈴木賢次氏（日本女子大学名誉教授）
◎ 文化財ボランティアによる解説を期間中随時開催。時

間は１時間程度です。

※駐車場はありません。公共交通機関でお越しください。

（庭）

主 屋

入場
無料

主屋
明治中期の建築。昭和の改修で
アトリエを、その後アトリエ東
側に寝室を増築しています。

平
成
29
年
第
２
回

市
議
会
定
例
会

5
月
30
日
か
ら
開
会
予
定

開　催　日 会　議 内　　容
5 月 30 日㈫ 本 会 議 開会・議案審議など

6 月 1 日㈭～ 7 日㈬
(3 日・4 日は除く ) 本 会 議 一般質問

6 月 8 日㈭・9 日㈮・
12 日㈪ 常任委員会 付託案件の審査等

6 月 14 日㈬ 本 会 議 委員会審査報告など
・閉会
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交
通
事
故
の
死
者
数
は
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
の
交
通
事
故
の
多
く
は
、
自

宅
付
近
の
身
近
な
場
所
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◦
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
横

断
歩
道
を
利
用
し
、
青
信
号
で

も
必
ず
右
左
の
安
全
を
確
認
し

て
か
ら
、
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
市
政
の
振
興
、
公

共
の
福
祉
増
進
、文
化
の
向
上
、

公
益
の
増
進
等
に
功
績
の
あ
っ

た
方
、
善
行
の
あ
っ
た
方
ま
た

は
広
く
市
民
の
模
範
と
な
る
方

や
団
体
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

▽
推
薦
基
準

①
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
、
保

健
衛
生
の
普
及
推
進
、
防
災
・

交
通
安
全
・
地
域
の
発
展
、
学

校
教
育
の
振
興
、
社
会
教
育
の

発
展
な
ど
に
２
年
以
上
継
続
し

て
多
大
な
功
績
の
あ
っ
た
方

②
２
年
以
上
継
続
し
て
善
行
を

　

外
国
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
楽
し
さ
を
体
験

し
、
英
語
学
習
へ
の
興
味
や
、

多
様
な
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
島
市
、

国
分
寺
市
と
共
同
で
ア
メ
リ
カ

ン
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
い

ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
中
学

２
・
３
年
生

▽
期
間　

７
月
25
日
㈫
～
27
日

㈭
（
２
泊
３
日
）

▽
場
所　

調
布
市
八
ヶ
岳
少
年

自
然
の
家
（
山
梨
県
）

※
東
大
和
市
役
所
に
集
合
し
、

バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▽
定
員　

30
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
。初
め
て
の
方
を
優
先
）

▽
参
加
費　

七
，〇
〇
〇
円（
施

設
使
用
料
、
食
事
代
等
）

　

市
で
は
、
学
校
、
家
庭
や
職

場
等
で
感
じ
た
こ
と
、
家
事
・

育
児
や
家
族
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

等
を
テ
ー
マ
に
し
た
川
柳
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
入
賞
作
品
は

今
後
の
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◀
作
品
例（
昨
年
度
最
優
秀
賞
）

▽
募
集
作
品　

男
女
共
同
参
画

社
会
を
推
進
し
、
そ
の
実
現
へ

の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め

の
川
柳
（
五
・
七
・
五
）

　

東
大
和
市
駅
前
広
場
で
花
植

え
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

を
募
集
し
ま
す
。駅
前
広
場
に
、

憩
い
と
潤
い
の
空
間
を
創
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

企
業
等
の
方

▽
日
時　

６
月
７
日
㈬
午
前
９

時
15
分
～
正
午
（
小
雨
決
行
）

※
予
備
日
は
６
月
８
日
㈭

▽
集
合　

東
大
和
市
駅
前
ス

ケ
ー
ト
場
入
口
に
午
前
９
時

▽
定
員　

20
人
（
申
込
順
）

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
は
、
大

き
さ
に
よ
り
排
出
方
法
が
異
な

り
ま
す
。

◦
15
㎝
未
満
の
も
の
：
可
燃
ご
み

◦
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

◦
夜
間
や
雨
天
の
外
出
時
は
、

運
転
者
に
良
く
目
立
つ
よ
う
、

明
る
い
色
の
服
や
反
射
材
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

◦
自
転
車
を
運
転
す
る
時
は
、

歩
行
者
や
周
り
の
車
両
等
の
動

き
に
注
意
し
て
通
行
し
ま
し
ょ

う
。

◦
自
動
車
等
を
運
転
す
る
時

は
、
高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
徐

行
す
る
な
ど
「
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
」を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
お

考
え
く
だ
さ
い

　

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

方
や
、
家
族
か
ら
「
運
転
が
心

配
」
と
言
わ
れ
た
方
は
、
運
転

免
許
の
自
主
返
納
を
お
考
え
く

だ
さ
い
。

　

運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た

方
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー

ト
協
議
会
の
加
盟
店
や
東
京
都

の
文
化
施
設
、
美
術
館
等
で

様
々
な
特
典
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
４
月
１
日

以
降
に
交
付
さ
れ
た
「
運
転
経

歴
証
明
書
」
は
交
付
後
６
か
月

を
超
え
て
も
、
運
転
免
許
と
同

様
に
本
人
確
認
書
類
と
し
て
用

い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
東
大�

和
警
察
署
☎
042
―
566
―
０
１
１�

０
へ
。

※
軍
手
や
道
具
等
は
市
で
用
意

し
、保
険
も
市
で
加
入
し
ま
す
。

当
日
は
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　

５
月
24
日
㈬
ま
で

に
環
境
課
（
市
役
所
３
階
）・

内
線
１
２
７
１
へ
。

市
政
功
労
者
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い

▲昨年の様子▲昨年の様子

行
っ
て
い
る
方

③
人
命
救
助
等
多
く
の
市
民
の

模
範
と
な
る
善
行
の
あ
っ
た
方

④
そ
の
他
、
市
の
公
益
に
特
に

功
績
の
あ
っ
た
方

※
過
去
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝

状
を
受
け
た
方
が
、
同
一
の
功

績
で
推
薦
さ
れ
た
と
き
は
、
表

彰
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象
期
間　

平
成
28
年
６
月

１
日
～
平
成
29
年
５
月
31
日

※
継
続
的
な
功
績
に
つ
い
て
は

こ
の
期
間
に
終
了
し
て
い
る
場

合
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
善
行
は
継
続
中
で
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

▽
推
薦
方
法　

次
の
事
項
を
記

入
し
た
推
薦
書
（
800
字
以
内
）

を
、
６
月
30
日
㈮
ま
で
に
総
務

管
財
課
（
市
役
所
３
階
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
候
補
者
の
住
所
、
氏
名

②
推
薦
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号

③
推
薦
理
由
（
対
象
と
な
る
行

為
、
期
間
、
場
所
等
を
記
入
）

▽
選
考
方
法　

審
査
会
で
選
考

※
選
考
結
果
は
、
表
彰
を
も
っ

て
発
表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

▽
表
彰
時
期　

10
月
１
日
㈰
予
定

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
１
ま
で
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方

▽
応
募
方
法　

①
作
品
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ

さ
い
）
②
住
所
③
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
④
年
齢
⑤
性
別
⑥
電
話

番
号
⑦
市
内
在
住
で
な
い
方
は

勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
を
記
入

し
て
、
地
域
振
興
課
（
市
役
所

３
階
）
へ
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
（
042
―
563
―
５
９
３
１
）

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
男
女

共
同
参
画
川
柳
募
集
の
ペ
ー

ジ
）
か
ら
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

※
何
作
品
で
も
応
募
で
き
、
様

式
は
自
由
で
す
。

▽
募
集
期
限　

10
月
31
日
㈫
必

着▽
入
賞
決
定　

川
柳
選
考
委
員

会
に
お
い
て
入
賞
作
品
を
決
定

し
ま
す
。

▽
発
表　

入
賞
者
に
文
書
で
通

知
し
、
来
年
２
月
に
行
わ
れ
る

男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
タ
で
表

彰
式
を
行
い
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。
市
報
及
び
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

▽
そ
の
他　

川
柳
は
自
作
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

過
去
に
応
募
さ
れ
た
作
品
は
無

効
と
な
り
ま
す
。
応
募
作
品
の

著
作
権
は
東
大
和
市
に
帰
属
し

ま
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
。取
得
し
た
個
人
情
報
は
、

本
企
画
に
関
連
す
る
業
務
に
限

り
使
用
し
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
キ
ー
ワ
ー
ド

～
イ
ク
ボ
ス
～

　

イ
ク
ボ
ス
と
は
、
職
場
で
共

に
働
く
部
下
や
ス
タ
ッ
フ
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
両
立
）
を
考

え
、
そ
の
人
の
キ
ャ
リ
ア
と
人

生
を
応
援
し
な
が
ら
、
組
織
の

業
績
も
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自

ら
も
仕
事
と
私
生
活
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
上
司（
経
営
者
・

管
理
者
）の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
地
域

振
興
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

　

ご
み
出
し
日

　
　
　

通
勤
経
路
と

　
　
　
　
　
　
　

違
う
道

▽
申
込
方
法　

市
内
の
中
学
校

に
通
う
生
徒
は
学
校
を
通
し
て
、

市
外
の
中
学
校
に
通
う
生
徒
は

教
育
指
導
課
（
市
役
所
５
階
）

で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
月
２
日
㈮
ま

で
に
、
同
課
へ
お
持
ち
い
た
だ
く

か
、
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▽
事
前
説
明
会　

参
加
者
を
対

象
と
し
て
、
７
月
15
日
㈯
午
前

10
時
～
11
時
30
分
に
、
市
役
所

会
議
棟
で
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

教
育
指
導
課
・
内

線
１
５
３
９
ま
で
。

◦
15
㎝
以
上
で
指
定
収
集
袋
に

入
る
も
の
：
不
燃
ご
み

◦
指
定
収
集
袋
に
入
ら
な
い
大

き
さ
で
50
㎝
以
上
180
㎝
以
下
の

も
の
：
粗
大
ご
み
（
受
付
セ
ン

タ
ー
☎
042
―
562
―
６
５
０
０
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

※
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
、
商
品
を
入
れ
る
「
容
器
」

や
商
品
を
包
む
「
包
装
」
に
使

用
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で

す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
は

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

今月の不燃ごみは、16 日～19 日の間に収集します 各地域、収集曜日が異なりますので、ごみ排出カレンダーをご確認ください／問合せ　ごみ
対策課・内線 1241 まで

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

ご
み
の
出
し
方

あなたの感じたことを
お気軽にご応募ください

男女共同参画
　　　　川柳

参加者募集
アメリカン
サマーキャンプ
夏休みを利用して
チャレンジしよう！

東
大
和
警
察
署
か
ら

高
齢
者
の

 

事
故
防
止

花
植
え

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
募
集

入賞メニュー
ご紹介！

４月に開催した第６回うまかんべぇ～祭のグル
メコンテスト入賞メニューを紹介します。来場
者の皆さんの投票と審査員審査で決定しました。

▶問合せ　産業振興課・内線 1074 まで。

△第１位　
東京ユニオンガーデン

「肉汁茶々うどん」

△第３位　
４小おやじ本舗

「しっとりショコラの
抹茶ミルキークレープ」

△第２位　
ラトリエアンソレイエ

「クロワッサンコルネ狭山
茶クリーム」

△審査員特別賞
ビッグボックス東大和
和食ななかまど「まるごと
キャベツのカレー焼き麺」
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平
成
26
年
４
月
に
実
施
さ
れ

た
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
よ
る

影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
制
度

的
な
対
応
（
軽
減
税
率
の
導
入

な
ど
）
を
行
う
ま
で
の
間
、
臨

時
的
な
措
置
と
し
て
臨
時
福
祉

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
４
月

下
旬
に
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に

■
人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
料

　

国
保
及
び
後
期
の
被
保
険

者
の
方
を
対
象
に
、
疾
病
の

早
期
発
見
や
健
康
保
持
・
増

進
の
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た

は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
料
（
上
限

二
万
三
、〇
〇
〇
円
）
を
助
成

し
ま
す
。

▽
対
象　

受
診
日
に
被
保
険
者

の
資
格
が
あ
り
、
申
請
日
に
す

で
に
納
期
限
が
到
来
し
て
い
る

保
険
税
（
料
）
を
完
納
し
て
い

る
方（
国
保
は
40
歳
以
上
の
方
）

▽
助
成
回
数　

人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
を
合
わ
せ
て
年
度
１
回

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、
親
な
き

あ
と
で
も
、
障
害
の
あ
る
方
が

ず
っ
と
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
家
族
が
で

き
る
こ
と
と
は
。
ご
自
身
も
障

害
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

で
「
親
な
き
あ
と
相
談
室
」
で

多
く
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
講

師
か
ら
、
家
族
で
で
き
る
こ
と

を
中
心
に
お
話
い
た
だ
き
ま

す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

６
月
９
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
ま
で
（
開

　

経
済
産
業
省
で
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、「
工

業
統
計
調
査
」
を
平
成
29
年
６

　

市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
が

適
切
に
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
、

調
査
・
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
と
定
め
、「
全
国

一
斉
特
設
人
権
相
談
」
を
実
施

し
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に

　

障
害
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の

方
が
日
常
生
活
で
困
っ
た
時
な

ど
に
、
市
か
ら
委
託
さ
れ
た
相

談
員
が
電
話
等
に
よ
り
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
障
害
の
あ
る
方

や
障
害
者
の
保
護
者
の
方
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

◦
国
民
健
康
保
険

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

人
間
ド
ッ
ク
、
葬
祭
費
の

助
成
・
支
給

障
害
に
関
す
る
講
演
会

　

「
親
な
き
あ
と
」
も
安
心
し
て

　
　
　

地
域
に
住
み
続
け
る
た
め
に

個
人
情
報
保
護
審
議
会

臨時福祉給付金の
申請を受付中です

平成 29 年
工業統計調査に
ご協力ください

障
害
の
あ
る
方
の

　

相
談
に
応
じ
ま
す

案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
お

早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

▽
支
給
対
象
者　

平
成
28
年
１

月
１
日
現
在
、
東
大
和
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
平
成
28
年
度

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
。
た
だ
し
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

方
を
除
き
ま
す
。

①
平
成
28
年
度
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
等

②
生
活
保
護
受
給
者
等

▽
支
給
額　

対
象
者
一
人
に
つ

き
一
万
五
、〇
〇
〇
円

▽
申
請
期
限　

10
月
27
日
㈮

▽
申
請
先
・
問
合
せ　

臨
時
福

祉
給
付
金
窓
口
・
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
・
内
線
３
９
１
０
ま
で
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険

証
、
人
間
ド
ッ
ク
等
が
明
記
さ

れ
て
い
る
領
収
書
、
本
人
（
国

保
の
場
合
は
世
帯
主
）
の
印
鑑

及
び
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

▽
申
請
期
限　

受
診
後
１
年
以
内

■
葬
祭
費

　

国
保
及
び
後
期
の
被
保
険
者

の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合

は
、喪
主
の
方
に
葬
祭
費（
５
万

円
）
を
支
給
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

葬
儀

等
の
領
収
書
（
喪
主
の
方
及
び
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
）、
喪
主
の
方
の

印
鑑
及
び
振
込
先
が
わ
か
る
も

の
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
保
険
証

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
３
（
国

保
）、１
０
２
８
（
後
期
）
ま
で
。

場
：
午
後
１
時
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
講
師　

渡
部
伸
氏
（
行
政
書

士
。
世
田
谷
区
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
副
会
長
）

▽
問
合
せ　

東
大
和
市
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
～
と
ふ
る
☎
042

―
516
―
３
９
８
２
、
フ
ァ
ク
ス

042
―
516
―
３
９
８
４
ま
で
。

月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
事
業
所
に
は
、
５
月
中

旬
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
東
京

都
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。
調
査

員
は
調
査
員
証
を
必
ず
携
帯
し

て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
上
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
１
２
ま
で
。

▽
日
時　

５
月
22
日
㈪
午
後
２

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
５

会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　

５
人

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１�

３
２
１
ま
で
。

よ
る
特
設
人
権
相
談
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す（
事
前
申
込
制
）。

▽
日
時　

６
月
１
日
㈭
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

市
民
相
談
室
（
市
役

所
４
階
）

▽
相
談
内
容　

人
権
侵
害
、
家

族
関
係
、
離
婚
問
題
、
人
生
相

談
等
の
悩
み
ご
と

▽
申
込
み　

秘
書
広
報
課
・
内

線
１
４
１
３
ま
で
。

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

特
設
人
権
相
談

区分 氏名 電話番号

身体障害

肢体 広井　要栄 080-4181-4519
肢体 福原　明廣 090-1535-7847

聴覚 細田　恵子 042-565-3882
（ファクス）

視覚 水谷　雅弘 080-5447-1987

知的障害
尾崎　美佐子 042-563-9825

（事業所）
立田　京子 042-563-1039
吉田　敏子 042-565-3386

6 月の出張かるがもひろば（事前予約不要）

保育士が児童館や集会所などに出張し、親子で手遊びや絵本の読み聞
かせ、参加者同士の情報交換などができる、「出張かるがもひろば」を
開催しています。育児や子どもの発達などのご相談もお受けします。

子育てひろばに行ってみよう !!
保育園、幼稚園などに通っていない就学前のお子さんがいる方を対
象とした「子育てひろば」が、市内に３か所あります。地域の子育
ての拠点として、子育て相談や情報提供等を行っています。

大和南保育園　☎ 042-565-3450　ファクス 042-566-5750
毎週火・木・金曜日の午前 10 時～正午。園庭開放も行っています。
育児講座や手作り教室等を予定しています（登録制・要予約）。
相談は、月～金曜日の午前９時～午後５時（要予約）。電話やファク
スでも受け付けます。

れんげ上北台保育園　☎042-563-3990　ファクス042-561-5487
毎週月・水・金曜日の午前 10 時～午後４時（木曜日は正午まで）。
施設を開放し、親子で交流しています。地域交流会や育児講座等も
行います。
相談は、月～土曜日（要予約）。電話やファクスでも受け付けます。

玉川上水保育園　☎042-566-8672　ファクス042-566-8671
毎週火～金曜日の午前９時30分～正午、午後２時30分～３時30分。
身体測定や誕生会のほか育児講座等を予定しています。毎日絵本の
読み聞かせをしています。
相談は、上記時間の中で随時受け付けます。

対象　3歳児までの親子

0 歳児親子対象の開放日（事前予約不要）

０歳児親子を対象に子ども家庭支援センター内の地域活動室を開放
します。親子で一緒に遊んだり、友達づくりや情報交換したりと、
交流しませんか？ 午前 11 時からは、ふれあい遊びを行う予定です。

対象　0歳児親子
日時　6月 1日㈭午前 10時～午後 1時
場所　子ども家庭支援センター

お問合せは、子ども家庭支援センター☎ 042-565-3651まで

6 月 13 日（火） さくらがおか児童館

6 月 14 日（水） 新堀地区会館

6 月 20 日（火） かみきただい児童館

6 月 26 日（月） 芋窪集会所

各回とも午前 10 時 30 分～ 11 時 45 分

架空請求のハガキにご注意を 民事訴訟管理センターと称する者からの架空請求ハガキに関する相談が多数寄せられています。不安になってもハガキに書
かれた電話番号には決して連絡せず、消費者ホットライン☎ 188 へご相談ください。
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公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成
果
を

展
示
・
発
表
し
ま
す
。

○
５
月
27
日
㈯　

開
会
式　

午

前
９
時
30
分
～
10
時
／
展
示　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
／

発
表　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

30
分
／
茶
席　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
（
茶
席
料
200
円
）
／
縁

台
将
棋　

午
前
10
時
～
午
後
２

時
（
屋
外
に
て
参
加
自
由
）
／

お
囃
子
（
芋
窪
囃
子
保
存
会
）

午
前
９
時
～
９
時
30
分

○
５
月
28
日
㈰　

展
示　

午
前

10
時
～
午
後
３
時
30
分
／
発
表

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
／

閉
会
式　

午
後
３
時
30
分
～
４

時
／
お
絵
か
き
天
国
（
お
絵
か

き
・
ぬ
り
え
コ
ー
ナ
ー
）
午
前

10
時
30
分
～
午
後
３
時
／
お
囃

子
（
芋
窪
囃
子
保
存
会
）
午
前

９
時
30
分
～
10
時

○
５
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
両
日

模
擬
店
（
お
に
ぎ
り
・
コ
ー

ヒ
ー
・
お
茶
・
駄
菓
子
・
わ
た

あ
め
（
28
日
の
み
）、
鉢
花
等

の
販
売
・
福
祉
施
設
に
よ
る
焼

き
そ
ば
等
の
販
売
）
午
前
10
時

30
分
～
売
切
れ
次
第
終
了
／
体

験
コ
ー
ナ
ー　

切
り
絵
体
験

（
切
り
絵
愛
好
会
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

▽
場
所
・
問
合
せ　

蔵
敷
公
民

館
☎
042
―
566
―
０
５
５
１
ま

で
。

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車

で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
を
め
ざ
し
て
、

実
践
的
な
講
義
を
し
ま
す
。
サ

イ
ト
運
営
を
し
て
い
る
東
大
和

ど
っ
と
ネ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

東
大
和
市
の
魅
力
の
発
信
を

目
的
と
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

親
子
で
宇
宙
や
科
学
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
楽
し
い
工
作

実
験
を
し
ま
す
。

▽
対
象　

小
学
生
と
保
護
者

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
企
画
展

示
室
を
館
主
催
の
展
示
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
、
無
料
の
一
般

貸
出
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
を
中
心
に
活
動

し
、
芸
術
文
化
活
動
を
行
う
団

体
（
特
定
の
宗
教
団
体
及
び
企

業
等
の
営
利
を
目
的
と
し
た
団

体
は
除
く
。
博
物
館
内
で
の
販

売
行
為
は
で
き
ま
せ
ん
）

▽
貸
出
面
積　

企
画
展
示
室
の

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
東
大

和
ど
っ
と
ネ
ッ
ト
」（http://�

higashiyamato.net/

）
で
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
講
座
受
講

者
の
皆
さ
ん
が
中
心
に
な
っ

て
、
東
大
和
の
見
ど
こ
ろ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
日
々
、
発
信
し

て
い
ま
す
。

▽
対
象　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

や
東
大
和
市
に
関
す
る
情
報
発

信
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

▽
日
時　

５
月
16
日
～
６
月
６

日
の
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
～

正
午

▽
場
所　

上
北
台
公
民
館

▽
内
容　

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
５
、
Ｃ
Ｓ

Ｓ
３
を
使
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

制
作
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

▽
講
師　

有
馬
み
ど
り
氏
（
ウ�

ェ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▽
定
員　

10
人
（
申
込
順
）

▽
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

▽
申
込
み　

上
北
台
公
民
館
☎

042
―
567
―
２
６
９
１
ま
で
。

半
面
（
41
㎡
）
を
基
本
と
し
ま

す
。
全
面
の
貸
出
し
を
希
望
す

る
場
合
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
貸
出
期
間　

貸
出
可
能
期
間

の
う
ち
、
お
お
む
ね
６
日
間
。

※
設
営
、
撤
収
を
含
み
ま
す
。

▽
貸
出
可
能
期
間

Ａ　

６
月
１
日
㈭
～
10
日
㈯

Ｂ　

６
月
17
日
㈯
～
30
日
㈮

Ｃ　

平
成
30
年
１
月
５
日
㈮
～

31
日
㈬

※
月
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
は
休

館
（
た
だ
し
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
開
館
し
翌
日
の
火
曜
日

は
休
館
）

▽
申
込
方
法　

郵
送
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で

①
団
体
名
と
代
表
者
ま
た
は
担

当
者
名

②
そ
の
方
の
電
話
番
号

③
使
用
希
望
期
間
・
Ａ
～
Ｃ
の

う
ち
の
具
体
的
な
期
日

④
そ
の
他
（
展
示
室
全
面
を
希

望
す
る
場
合
な
ど
）

を
記
載
し
、
５
月
24
日
㈬
必
着

に
て
郷
土
博
物
館
（
〒　
　

東
大

和
市
奈
良
橋
１
―
260
―
２
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
042
―
567
―
４
１
６
６
）

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

複
数
の
団
体
が
競
合
す
る
場

合
は
、
調
整
の
た
め
ご
連
絡
し

ま
す
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
☎
042

―
567
―
４
８
０
０
ま
で
。

207-
0031

▽
対
象　

平
日
の
実
行
委
員
会

に
参
加
で
き
る
方

▽
活
動
期
間　

平
成
29
年
５
月

～
平
成
30
年
３
月
頃
（
実
行
委

員
会
及
び
審
査
会
を
合
計
６
回

程
度
開
催
予
定
）

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
応
募
方
法　

５
月
31
日
㈬
ま

で
に
産
業
振
興
課
（
市
役
所
１

階
）
に
あ
る
応
募
用
紙
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▽
選
考
及
び
決
定　

応
募
期
間

終
了
後
、
連
絡
し
ま
す
。

※
謝
礼
・
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
日
時　

５
月
27
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
（
受
付
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
）

※
小
雨
決
行
。
荒
天
時
は
翌
日

順
延
。
順
延
が
決
定
し
た
場
合

は
、
当
日
午
前
９
時
ま
で
に
電

話
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

▽
集
合
場
所　

蔵
敷
２
―
623
―

１
：「
や
す
じ
ぃ
の
農
園
」
そ
ば

▽
定
員　

20
組
（
申
込
順
）
１

組
４
人
ま
で

▽
費
用　

一
人
当
た
り
200
円

（
保
険
代
等
。
当
日
受
付
時
に

集
金
し
ま
す
）

▽
持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服

装
、
軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

▽
申
込
み　

５
月
15
日
㈪
午
前

８
時
30
分
か
ら
電
話
に
て
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
２
ま
で
。�

※
定
員
に
達
し
次
第
受
付
終
了
。

（
３
日
の
う
ち
２
日
以
上
参
加

で
き
る
方
）

▽
日
時　

６
月
11
日
㈰
、
11
月

５
日
㈰
、
２
月
25
日
㈰
各
回
と

も
午
前
９
時
30
分
～
正
午
ま
で
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館

▽
内
容　

熱
気
球
、
ホ
バ
ー
ク

ラ
フ
ト
の
製
作
ほ
か
、
レ
ポ
ー

ト
発
表
も
し
ま
す
。

▽
料
金　

材
料
費
と
し
て
１
組

あ
た
り
年
間
一
、五
〇
〇
円

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
等

▽
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
―

Ｍ
Ａ
か
ら
派
遣
他

▽
定
員　

20
組
（
先
着
順
）

▽
申
込
み　

５
月
16
日
㈫
か
ら�

郷
土
博
物
館
☎
042
―
567
―
４
８�

０
０
ま
で
。

　

標
高
650
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
会

津
盆
地
を
一
望
で
き
る
三
ノ
倉

高
原
。
今
年
は
350
万
本
の
菜
の

■
講
習
会　

初
め
て
の
読

み
聞
か
せ
「
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
を
読
む
」（
保
育

あ
り
）

　

ク
ラ
ス
で
大
勢
の
子
ど

も
た
ち
に
絵
本
を
読
み
聞

か
せ
る
時
の
、
ち
ょ
っ
と

し
た
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

▽
対
象　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
読

み
会
な
ど
で
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

す
る
大
人

▽
日
時　

６
月
９
日
㈮
午

前
10
時
15
分
～
午
後
０
時

15
分

▽
場
所　

中
央
図
書
館
視

聴
覚
室

▽
内
容　

絵
本
の
選
び
方

や
読
み
方
、
本
読
み
会
の

流
れ

▽
講
師　

図
書
館
職
員

▽
保
育　

定
員
６
人
（
１

歳
以
上
の
未
就
学
児
、
申

込
順
）

▽
申
込
み　

５
月
17
日
㈬

か
ら
６
月
２
日
㈮
ま
で
に

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―

２
４
５
４
ま
で
。

■
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ

ス
　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
国
立
国
会
図
書
館
で

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
の

う
ち
、
絶
版
等
の
理
由
で

入
手
が
困
難
な
資
料
を
、

東
大
和
市
内
の
図
書
館
で

閲
覧
、
複
写
で
き
ま
す
。

花
畑
が
広
が
り
ま
す
。
菜
の
花

フ
ェ
ス
タ
開
催
期
間
中
は
、
菜

の
花
畑
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
加

え
て
、
今
年
は
「『
菜
』
の
つ

く
人
大
集
合
！
」
と
い
っ
た
新

た
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
楽
し
み

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

▽
期
間　

５
月
18
日
㈭
～
６
月

４
日
㈰

▽
場
所　

三
ノ
倉
高
原
花
畑

（
喜
多
方
市
熱
塩
加
納
町
相
田

字
北
権
現
森
甲
857
―
１
）

※
入
場
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
花
畑
整
備
の
た
め
の
協
力

金
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
熱
塩

加
納
総
合
支
所
産
業
課
☎

０
２
４
１
―
36
―
２
１
１
５

へ
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

▽
利
用
で
き
る
方　

東
大

和
市
立
図
書
館
の
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方

▽
利
用
場
所　

中
央
図
書

館
２
階
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

室
・
桜
が
丘
図
書
館
・
清

原
図
書
館
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
端
末

■
環
境
を
考
え
る
図
書
展

　

環
境
月
間
に
合
わ
せ
て

「
あ
な
た
の
周
り
の
土
・

水
・
空
気
は
大
丈
夫
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
環
境
に

関
す
る
図
書
を
展
示
し
、

貸
出
し
ま
す
。

▽
期
間
・
場
所

◦
中
央
図
書
館
・
桜
が
丘

図
書
館
：
５
月
13
日
㈯
～

６
月
12
日
㈪

◦
清
原
図
書
館
：
５
月
20

日
㈯
～
６
月
11
日
㈰

■
休
館
の
お
知
ら
せ

　

所
蔵
資
料
の
点
検
・
整

理
の
た
め
、
次
の
と
お
り

休
館
し
ま
す
。

◦
中
央
図
書
館:

６
月
13

日
㈫
～
22
日
㈭

◦
桜
が
丘
図
書
館:

５
月

22
日
㈪
～
26
日
㈮

◦
清
原
図
書
館:

５
月
15

日
㈪
～
19
日
㈮

◦
移
動
図
書
館
み
ず
う
み

号:

６
月
14
日
㈬･

21
日

㈬▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―

２
４
５
４
、
桜
が
丘
図
書

館
☎
042
―
567
―
２
２
３
１
、

清
原
図
書
館
☎
042
―
564
―

２
９
４
４
ま
で
。

5 ／ 27 土・28 日
蔵敷公民館まつり
～思い翔

はばた

け
出会いのひろば～

まちフォト
コンテスト

実行委員募集

こ
こ
が
ふ
る
さ
と

東
大
和
の
魅
力
発
信
し
隊

講
座

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
、

は
じ
め
の
一
歩

郷
土
博
物
館

企
画
展
示
室
で

展
示
を
し
ま
せ
ん
か

さつまいも植付け
体験をしませんか宇宙の学校

友好都市イベント情報

菜の花フェスタ
in 三ノ倉高原花畑

図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

第 1 回東大和市まち・ひと・しごと創生会議 日時　5 月 27 日㈯午前 9 時 30 分から／場所　市役所会議棟第 4 会議室／傍聴者の定員　5 人／
詳しくは市のホームページをご覧ください／問合せ　企画課・内線 1422 まで

芋窪 
こども広場 

市立 
第九 
小学校 

東大和七小北 

芋窪三 

やすじぃの農園 入口 

至 蔵敷公民館 
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▽
応
募
要
件　

昭
和
24
年
８
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
普

通
自
動
車
運
転
免
許
証
を
有
し

て
い
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の

う
ち
週
２
日
～
３
日
の
交
代
勤

務
。
午
後
１
時
15
分
か
ら
午
後

６
時
15
分
ま
で
の
５
時
間

▽
勤
務
内
容　

青
色
回
転
灯
パ

ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
運
転
し
て
の

市
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

▽
報
酬　

時
給
一
、二
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
８
月

１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
要
件　

納
税
に
理
解
と

熱
意
・
関
心
が
あ
り
、
積
極
的

に
業
務
を
遂
行
で
き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

①
月
～
金
曜
日

の
う
ち
４
日
、
１
日
7.5
時
間
で

週
30
時
間
②
月
～
土
曜
日
の
う

ち
５
日
、
１
日
6.5
時
間
勤
務
が

４
日
、
土
曜
日
は
４
時
間
勤
務

で
週
30
時
間
／
①
と
②
の
週
替

わ
り
に
よ
る
勤
務

▽
勤
務
内
容　

市
税
等
の
徴
収

に
係
る
徴
税
吏
員
の
補
助
事
務

▽
報
酬　

時
給
一
、二
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

庁
用
車
運
転
業
務
員

市
税
等
収
納
推
進
員

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

※
な
お
、
委
嘱
期
間
中
に
65
歳

に
達
し
た
場
合
は
更
新
で
き
ま

せ
ん
。

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
①
保
育
士
、
教

員
（
幼
稚
園
含
む
）
ま
た
は
、

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

方
②
大
学
に
お
い
て
、
社
会
福

祉
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
社

会
学
、
芸
術
学
若
し
く
は
体
育

学
の
い
ず
れ
か
の
課
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
方
③
児
童
福
祉
施

設
若
し
く
は
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
勤
務
経
験
が
２
年

以
上
あ
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

２
人

▽
勤
務
時
間　

１
年
を
平
均
し

て
１
週
間
（
月
～
土
曜
日
）
に

週
30
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

▽
勤
務
内
容　

児
童
に
対
す
る

安
全
確
保
等
に
関
す
る
こ
と

▽
報
酬　

月
額
一
九
万
八
〇�

〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間
、
平
成
29
年

８
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
な
お
、
委
嘱
期
間
中
に
65
歳

に
達
し
た
場
合
は
更
新
で
き
ま

せ
ん
。

▽
応
募
要
件　

司
書
の
資
格
若

し
く
は
司
書
教
諭
の
資
格
を
有

す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

２
人

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
45
分

か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
１

日
7.5
時
間
で
、
週
30
時
間
（
週

４
日
） 学

童
保
育
所
指
導
員

図
書
館
業
務
員

　

東
京
街
道
団
地
地
区
で
は
、

今
後
、
建
替
に
よ
り
約
660
戸
の

都
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
地
区
で
は
高
齢
化

な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
建
替
事
業
で
生
み
出
さ
れ

る
土
地
を
活
用
し
、
商
業
・
医

療
・
福
祉
な
ど
の
機
能
を
誘
導

す
る
と
と
も
に
、
道
路
・
公
園
・

広
場
な
ど
を
適
切
に
配
置
す
る

こ
と
で
、
安
全
に
安
心
し
て
生

活
で
き
る
良
好
な
住
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
地
区
計

画
の
決
定
等
に
よ
り
地
区
の
街

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
説
明

会
の
開
催
や
原
案
の
縦
覧
を
行

い
、
地
域
の
皆
様
か
ら
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
都
市
計
画
の
案
を
作

成
し
ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画

法
及
び
東
大
和
市
街
づ
く
り
条

例
に
基
づ
き
こ
れ
を
縦
覧
す
る

と
と
も
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

▽
縦
覧
、
意
見
書
の
提
出　

５

月
25
日
㈭
～
６
月
15
日
㈭
に
都

市
計
画
課
（
市
役
所
２
階
）

※
期
間
中
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、都
市
計
画
の
案
、

意
見
書
の
要
旨
、
市
の
見
解
に

つ
い
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
説
明
会　

５
月
26
日
㈮
午
後

７
時
～
８
時
30
分
、
27
日
㈯
午

前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
２

時
～
３
時
30
分
に
清
原
市
民
セ

ン
タ
ー
集
会
室
４

※
説
明
会
は
３
回
開
催
し
ま
す

が
、
同
一
の
内
容
で
す
。

※
徒
歩
、
自
転
車
等
で
の
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
５
ま
で
。

◎
事
業
資
金
融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

事
業
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ

ん
し
ま
す
。
申
込
条
件
、
融
資

条
件
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

　

市
内
在
住
の
中
小
企
業
勤
労

者
に
対
す
る
生
活
資
金
の
融
資

を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

▽
申
込
要
件　

①
市
内
に
１
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
所
に

１
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
こ
と

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

③
資
金
の
使
途
が
適
切
で
返
済

能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

▽
融
資
額　

教
育
資
金
、医
療
・

出
産
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金
は

80
万
円
以
内
。
住
宅
等
改
修
資

金
は
100
万
円
以
内
。

▽
利
率　

年
1.8
％

▽
返
済
期
間　

５
年
以
内

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

　

市
で
は
、住
宅
等
の
増
改
築
、

修
繕
を
お
考
え
の
方
で
、「
ど

こ
の
業
者
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か

分
か
ら
な
い
」�「
相
談
相
手
が

い
な
い
」
な
ど
と
お
困
り
の
方

▽
応
募
要
件　

パ
ソ
コ
ン
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
）
の
で

き
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
水
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
、

金
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～
午

後
１
時
、
土
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
勤
務
内
容　

一
般
事
務

▽
報
酬　

時
給
一
、二
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
要
件　

次
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
す
る
方
①
消
費
生

活
専
門
相
談
員
（
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
）
②
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
日
本
産
業
協
会
）
③

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
日
本
消
費
者
協
会
）

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

水
曜
日
、第
１
、

第
４
火
曜
日
、
そ
の
他
必
要
と

認
め
た
日
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
１
日
６
時
間
勤
務
）

▽
勤
務
内
容　

消
費
生
活
に
係

る
相
談
、
助
言
及
び
指
導

▽
報
酬　

時
給
一
、六
三
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
要
件　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
の

う
ち
週
４
日
で
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
（
週
30

時
間
勤
務
） 事

務
専
門
員

消
費
生
活
相
談
員

保
育
士

（
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

た
だ
し
、
毎
月
１
回
午
後
７

時
ま
で
の
勤
務
あ
り
。

▽
勤
務
内
容　

一
時
保
育
事
業

に
お
け
る
保
育
業
務
等

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
要
件　

保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

の
週
30
時
間

▽
勤
務
内
容　

保
育
業
務
等

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
要
件　

栄
養
士
の
免
許

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

１
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の

週
５
日
で
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
の
週
30
時
間

▽
勤
務
内
容　

給
食
献
立
業
務

及
び
付
随
業
務

▽
報
酬　

時
給
一
、六
三
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間

▽
応
募
要
件　

保
育
士
ま
た
は

教
員
（
幼
稚
園
含
む
）
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
採
用
予
定
人
数　

２
人

▽
勤
務
時
間　

月
～
土
曜
日
の

う
ち
週
30
時
間

▽
勤
務
内
容　

児
童
の
健
全
育

成
及
び
安
全
確
保
に
関
す
る
こ

と
等 保

育
士
（
狭
山
保
育
園
）

栄
養
士
（
狭
山
保
育
園
）

児
童
館
業
務
員

東
京
街
道
団
地
地
区

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
と

説
明
会
を
行
い
ま
す

市の嘱託員に
なりませんか

に
、
市
と
協
定
し
て
い
る
施
工

団
体
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

（
団
体
の
職
員
が
、
工
事
希
望

等
を
伺
い
、
希
望
に
沿
っ
た
登

録
業
者
が
派
遣
さ
れ
ま
す
）。

※
市
が
個
別
の
事
業
者
を
あ
っ

せ
ん
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
っ
せ
ん
を
希
望
す
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

▽
勤
務
内
容　

カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
及
び
資
料
整
理
等

▽
報
酬　

時
給
一
、四
八
〇
円

▽
委
嘱
期
間　

平
成
29
年
７
月

１
日
か
ら
１
年
間
、
平
成
29
年

９
月
１
日
か
ら
１
年
間

■
■
■
■
共
通
事
項
■
■
■
■

▽
募
集
要
項
の
配
布　

６
月
１

日
㈭
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
間
、
職
員
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
し
ま
す

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）。

※
募
集
要
項
等
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

▽
選
考
日
時
・
内
容
（
庁
用
車

運
転
業
務
員
、
市
税
等
収
納
推

進
員
、
事
務
専
門
員
、
消
費
生

活
相
談
員
）

◦
一
次
試
験︷
論
文
試
験
（
事

務
専
門
員
は
加
え
て
事
務
適
性

検
査
）｝　
６
月
３
日
㈯
午
前

９
時
か
ら

◦
二
次
試
験
（
面
接
試
験
）　

６
月
19
日
㈪
を
予
定

▽
選
考
日
時
・
内
容
（
そ
の
他

の
職
種
）

◦
選
考
試
験
（
論
文
試
験
・
面

接
試
験
）　

６
月
３
日
㈯
午
前

９
時
か
ら

▽
応
募
受
付　

５
月
31
日
㈬
、

６
月
１
日
㈭
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
、
職

員
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
応
募
の
際
は
、
原
則
と
し
て

本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。
代

理
に
よ
る
応
募
を
希
望
の
場
合

は
、
事
前
に
職
員
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類　

当
市
規
定
の
履

歴
書
、
受
験
票
及
び
資
格
証
等

の
写
し

※
詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１�

３
３
１
ま
で
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

住
宅
増
改
築
工
事

施
工
団
体
を

　

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

事業資金融資の申込要件
個人 法人

居住等
市内に 1 年以上居住し、
都内で 1 年以上事業を
営んでいること

主たる事業所等を市内
に有し、1 年以上事業を
営んでいること

従業員数 20 人以下（商業等は 5 人以下）であること
市税の完納 申込者名義で完納 法人名義で完納

保証人 不要 代表者
信用保証 東京信用保証協会の保証対象業種であること

※独立開業資金は、申込要件が異なります。お問い合わせください。

事業資金融資の融資条件

運転資金 設備資金 不況対策特別
運転資金 独立開業資金

融資限度額 500 万円 700 万円 300 万円 500 万円
償還期間 5 年以内 7 年以内 5 年以内 5 年以内

利率 小口事業資金 1.9％、特例小口零細企業資金 1.8％
利子補給 50% 50% 70% 50%
その他 ― 見積書が必要 別途要件あり 別途要件あり

※不況対策特別運転資金、独立開業資金は、小口事業資金のみの制度です。

交通災害共済「ちょこっと共済」の加入受付を行っています わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください
／問合せ　土木課・内線 1213 まで
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通院できない方へ～訪問歯科診療～ 対象　原則として、要介護高齢者や障害者の方で、一人では歯科医院に行けない方／申込み　東大和市歯科医師会に電話（042-
564-8750）またはファクス（042-562-8322）でお申し込みください／問合せ　市立保健センター☎ 042-565-5211 まで。

障害者総合支援法による自立支援給付
区分 名称 内容

介
護
給
付

居宅介護 自宅で入浴、排せつ及び食事の介護等を行います。

重度訪問介護 重度の肢体不自由者・重度の知的障害者または精神障害者で行動上著しい困難を有する障害者であって常時介護を必要とする方に、自宅で
の入浴や排せつ、食事等の介護や外出時の移動支援を総合的に行います。

行動援護 知的障害または精神障害のため行動が困難で介護が必要な方に、行動する際に必要な介助や外出時の移動支援等を行います。
同行援護 重度の視覚障害のため移動が困難な方に、外出時に同行して移動等の支援を行います。
重度障害者等包括支援 介護が必要な程度が非常に高いと認められた方に、居宅介護等の障害福祉サービスを包括的に提供します。
短期入所 自宅で介護する方が病気の場合などに、短期間（夜間も含め）施設で入浴、排せつ及び食事の介護等を行います。
療養介護 医療を必要とし、常に介護を必要とする方に、昼間、病院において、機能訓練や療養上の管理、看護、介護及び日常生活の世話を行います。
生活介護 常に介護が必要な方に、おもに日中に施設で入浴や排せつ、食事の介護や創作的活動、生産活動の機会を提供します。
施設入所支援 施設に入所する方に、主に夜間において入浴、排せつ及び食事の介護等を行います。

訓
練
等
給
付

自立訓練

自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間、身体機能や生活能力向上のために必要な訓練を行います。
○機能訓練：  身体障害者を対象に、自立した日常生活ができるよう、一定の期間（目標期間 18 か月）、身体機能向上のために必要な訓練

を行います。
○生活訓練：  知的障害者、精神障害者を対象に、自立した日常生活や社会生活ができるよう、一定の期間（標準期間 24 か月、長期入所者

の場合 36 か月）生活能力向上のために必要な訓練を行います。

就労移行支援 就労を希望する方に、一定の期間、就労に必要な知識や能力を向上させる訓練や、適性にあった職場開拓、職場定着のために必要な支援を
行います。

就労継続支援 企業等に就労することが困難な方に、生産活動等の機会の提供や、就労に必要な知識や能力向上のための訓練を行います。

共同生活援助 就労・生活介護等の日中活動をしている方に、主として夜間、共同生活を行う住居において、相談、入浴、排せつまたは食事の介護等の日
常生活上の世話を行います。

相
談
支
援
給
付 

計画相談支援 障害福祉サービスの支給決定を受ける場合または変更する場合に、サービス利用計画案を作成します。また、一定期間ごとにサービスの利
用状況の検証を行い計画の見直しを行います。

地域移行支援 施設入所者または精神科病院に入院している方等が地域移行をするために、住居の確保、事業所への同行等の支援を行います。
地域定着支援 居宅で単身等の地域生活が不安定な障害のある方に対し、常時の連絡体制を確保し、緊急の事態に訪問等をして支援を行います。

自立支援医療

障害のある方に対し、医療費の給付を行います。
○更生医療：  障害の除去または軽減が見込まれるなど、当該障害に対して確実な治療効果が期待される医療にかかる費用の一部を公費で負

担します。
○育成医療：  身体に障害のある児童が、早い時期に治療を始め、将来生活していくために必要な能力を得るために必要な手術等の医療費等

の一部を公費で負担します。
○精神通院：  精神障害及び当該精神障害に起因して生じた病態に対して通院医療費の一部を公費で負担します。

補装具費支給
障害のある方に対し、補装具の購入と修理の費用を支給します。
盲人安全杖、眼鏡、義眼、補聴器、義肢、装具、車いす、電動車いす、歩行補助杖、座位保持いす、重度障害者用意思伝達装置　等
※障害の程度等により、対象となる補装具が異なります。

児童福祉法による給付
名称 内容

児童発達支援 障害のある児童に対し、施設において日常生活の基本動作の指導や集団生活への適応訓練を行います。
医療型児童発達支援 医療的なケアが必要な障害のある児童に対し、施設において日常生活の基本動作の指導や集団生活への適応訓練を行います。

放課後等デイサービス 学校就学中の障害のある児童に対し、放課後や夏休み等の長期休暇中に、生活能力の向上のために必要な訓練や創作的活動、地域交流の機会の提
供等を行います。

障害児相談支援 障害児通所支援を利用する障害のある児童に対し、サービスの支給決定を受ける場合または変更する場合に、サービス利用計画案を作成します。
また、一定期間ごとにサービスの利用状況の検証を行い計画の見直しを行います。

障害者総合支援法による地域生活支援事業
区分 名称 内容・対象者 費用負担 所得制限

地
域
生
活
支
援
事
業

相談支援事業

障害者手帳の交付を受けている方、またはこれと同等の障害を有すると認められる方を対象に、障害者の社会復帰、自
立及び社会参加促進のために次に掲げる支援を行います。
①福祉サービスの利用に関する相談、助言、紹介等の支援②社会資源の活用に関する相談、助言、紹介等の支援③社会
生活を営む能力を高めるための支援等

【身体障害者・知的障害者の方】
実施場所：東大和市総合福祉センターは～とふる ☎ 042-516-3982（相談） ファクス 042-516-3984
利用時間：月・水・金曜日、第２・第４土曜日は午前９時～午後５時、火・木曜日は午前９時～午後６時３０分
休 業 日：日曜日、祝日、第１・第３土曜日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

【精神障害者の方】
実施場所：精神障害者地域生活支援センターウエルカム ☎ 042-564-0888（相談） ファクス 042-564-3680
利用時間：月・水・金曜日は午前９時～午後６時３０分、火・木・土曜日は午前９時～午後５時
休 業 日：日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）

無 無

手話通訳者等派遣事業
手話通訳者、要約筆記者等の派遣を行います。
対象者：  聴覚、言語機能、音声機能その他の障害のため意思疎通を図ることに支障がある方及び聴覚障害者等をもって

組織する団体
無 無

手話通訳者設置事業
聴覚障害等のある方が市役所本庁舎等に来庁した際のコミュニケーション支援を行うため、手話通訳者を配置します。
配置場所：市役所本庁舎、中央公民館、中央図書館 等
配置日時：金曜日午前９時～午後５時（金曜日が祝日等の場合は配置日の変更があります）

無 無

障害者（身体、知的、精神、難病等）の福祉サービス等のご案内

　障害者総合支援法によるサービスは大きく分けて「自立支援給付」と「地域生活支援事業」に分かれ、「自立支援給付」はさらに、「介護給付」「訓練等給付」「相
談支援給付」「自立支援医療」「補装具費支給」に分けられます。「介護給付」を利用するためには、「障害支援区分」の認定が必要となります。「障害支援区分」は、
東大和市障害支援区分判定審査会において、医師意見書等を踏まえ審査判定し、市が認定します。また、サービスの支給決定に当たっては、障害支援区分のほか、
介護を行う方の状況、サービスの利用意向等を総合的に勘案して行います。
　平成 25 年 4 月の法改正により、難病等の方々が障害福祉サービス等の対象となりました。詳しくは、市のホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。
各給付及び補装具にかかる利用者負担には、所得に応じた負担の上限額が決められています。

平成 29 年 4 月 1 日現在
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障害者総合支援法による地域生活支援事業（つづき）
区分 名称 内容・対象者 費用負担 所得制限

地
域
生
活
支
援
事
業

日常生活用具給付事業

障害のある方が日常生活を容易にするための日常生活用具を購入した場合に、その用具の購入に要する費用を支給します。
パーソナルコンピューター用情報・通信支援用具、ポータブルレコーダー、時計、点字タイプライター、音声式体温計、体重計、
電磁調理器、視覚障害者用拡大読書器、音響案内装置、活字文書読み上げ装置、点字器、屋内信号装置、聴覚障害者用通
信装置、フラッシュベル、情報受信装置、会議用拡聴器、携帯用信号装置、点字ディスプレイ、人工喉（こう）頭、携帯
用会話補助装置、酸素吸入装置、酸素ボンベ運搬車、ネブライザー（吸入器）、電気式たん吸引器、動脈血中酸素飽和測定
器（パルスオキシメーター）、空気清浄器、浴槽、入浴担架、入浴補助用具、移動用リフト、移動・移乗支援用具、ガス安
全システム、便器、特殊便器、特殊マット、訓練いす、特殊寝台、体位変換器、特殊尿器、ルームクーラー、居宅生活動
作補助用具、訓練用ベッド、透析液加温器、ストマ用装具（消化器系、尿路系）、紙おむつ、洗腸装具、頭部保護帽、火災
警報器、自動消火装置、歩行補助杖（一本杖）、収尿器
※障害の程度等により、対象となる用具が異なります。

有 無

移動支援事業

社会生活上不可欠な外出及び余暇活動等の社会参加のための外出の際に介護者を派遣して移動の支援を行います。
対象者：屋外での単独移動が困難な知的障害、精神障害、視覚障害（同行援護の対象者は除きます）を有する方及び補
装具費の支給対象となった車いすを利用する１級及び２級の身体障害者（重度訪問介護、重度障害者等包括支援の対象
者は除く）

有 無

地域活動支援センター
事業

① 東大和市総合福祉センターは～とふるにおいて、身体障害者・知的障害者に対する創作的活動、機能訓練及び社会適
応訓練に関する支援を行います。

　問合せ：東大和市総合福祉センターは～とふる ☎ 042-516-3982（相談） ファクス 042-516-3984
② 精神障害者地域生活支援センターウエルカムにおいて、精神障害者に対する創作的活動、社会適応訓練に関する支援

を行います。
　問合せ：精神障害者地域生活支援センターウエルカム ☎ 042-564-0888（相談） ファクス 042-564-3680

無 無

訪問入浴サービス事業 ★ 入浴困難な在宅の重度障害者に対して、週１回入浴巡回車を派遣し、組立式浴槽による入浴のサービスを行います。
対象者：２級以上の身体障害者手帳または２度以上の愛の手帳の交付を受けた在宅の方 無 無

日中一時支援 障害のある方に対し、施設等において日中一時的に、排せつ、食事等の介護、その他の日常生活上の支援を行います。
対象者：学齢児以上の障害のある方 有 無

自動車運転免許取得費
助成事業

自動車運転免許を取得する障害のある方に対して、運転免許の取得に要する費用の一部を助成します。
対象者：身体障害者手帳３級以上（内部障害４級以上、下肢、体幹障害５級以上）の方または愛の手帳所持者で、適性
試験に合格している方

有 有

自動車改造費助成事業
自己の所有する自動車の操向装置及び駆動装置の改造が必要な方に対して、自動車の改造に要する費用の一部を助成し
ます。
対象者：上肢、下肢、体幹に係る障害を有する方で、１級または２級の身体障害者手帳の交付を受けた方

有 有

住宅設備改善事業

重度の身体障害を有する方が日常生活の利便を図るため、その居住する家屋の住宅設備を改善した場合に、その費用を
限度額内において助成します。
対象者：① 中規模改修：学齢児以上 65 歳未満の下肢または体幹に係る障害が 2 級以上の方及び補装具費の支給対象と

なった車いすを利用している内部障害を有する方
　　　　② 屋内移動設備設置…学齢児以上で、上肢、下肢または体幹に係る障害が１級以上の方で歩行ができない状態

にある方、及び補装具費の支給対象となった車いすを利用している内部障害を有する方

有 無

障害者総合支援法、児童福祉法以外によるサービス
対象 名称 内容 費用負担 所得制限

身
体
障
害
者

視覚障害者用図書 学齢児以上の在宅の視覚障害者で、主に情報の入手を点字、大活字又は DAISY に頼っている方に視覚障害者用図書を
給付します。対象者１人につき、1 年度 6 タイトルまたは 24 巻を限度とします。 有 無

電話料助成 ★ 18 歳以上で 2 級以上の身体障害者手帳の交付を受けた方で、外出困難な方に対して、コミュニケーション及び緊急連
絡を目的に電話料（基本料金と通話料 300 円まで）を助成します。 無 有

身体障害者補助犬の
給付

都内におおむね１年以上居住している身体障害者で、世帯全体にかかる所得課税額の月平均額が 77,000 円未満であり、
社会活動への参加に効果があると東京都が認めた方に、補助犬を無償で給付します。視覚障害（１級）は盲導犬、肢体
不自由（１・２級）は介助犬、聴覚障害（２級）は聴導犬

無 有

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

ガソリン費の助成

上肢・聴覚障害２級以上、視覚・下肢・体幹・内部障害３級以上の身体障害者手帳または３度以上の愛の手帳の交付を
受けた方で、自動車を所有する方または当該障害者のために使用する自動車の所有者で、当該障害者と生計を一にする
方に対して支給します。助成額は対象者が支払ったガソリン費１リットル当たり、ガソリンについては 53 円 80 銭、
軽油については 32 円 10 銭とします。1 か月当たり 30 リットル分を限度とします。福祉タクシー利用者証の交付を
受けている方は利用できません。

－ 無

福祉タクシー券の交付
上肢・聴覚障害２級以上、視覚・下肢・体幹 ･ 内部障害３級以上の身体障害者手帳または３度以上の愛の手帳の交付を
受けた方が、市と契約した福祉タクシーを利用することができる利用券（500 円）を、月 5 枚を単位として交付します。
ガソリン費の助成を受けている方は利用できません。

－ 無

心身障害者医療費の
助成

２級以上（ただし、内部障害は３級以上）の身体障害者手帳または２度以上の愛の手帳の交付を受けた方に医療保険の
本人負担分を一部助成します。65 歳以上の新規申請は除く。 有 有

おむつの支給 ★
２級以上の身体障害者手帳または２度以上の愛の手帳の交付を受けた方（３歳以上 65 歳未満）が、在宅で常時おむつ
を着用する必要がある場合、紙おむつ（1 か月当たり 45 枚以内）を支給します。尿とり用パットを希望する方には、
1 日当たり 2 枚以内で支給します。

無 無

家具転倒防止器具取付
事業 ★

２級以上の身体障害者手帳、愛の手帳または２級以上の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方（３歳以上65歳未満）
のみの世帯に、家具転倒防止器具の取付を行います。 無 無

寝具乾燥等 ★

障害者単身世帯または障害者夫婦を含む世帯（子どもが成人している場合を除く）で、１級～３級（「聴覚または平衡
機能の障害」、「音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害」を除く）の身体障害者手帳または１度～３度の愛の手
帳の交付を受けている方で、寝具を衛生的に管理することが困難な方に対して、乾燥は、原則１人につき月 1 回乾燥
車により、水洗いは、原則１人につき年 2 回集配により実施します。

無 無

身体障害者・知的障害者
相談員

障害のある方やご家族の方が日常生活で困った時などに、市から委託を受けた相談員が電話等により相談に応じます。
相談員は、障害のある方や障害者の保護者の方です。詳しくは、市のホームページをご覧ください。 無 無

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

食事サービス ★

２級以上の身体障害者手帳、愛の手帳及び２級以上の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方で構成される世帯
（単身世帯も可）で、買い物や炊事が困難と思われる方、若しくは２級以上の身体障害者手帳、愛の手帳及び２級以上
の精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方と 65 歳以上の身体的、精神的機能低下等のある方で構成される買い
物や炊事が困難と思われる世帯に、毎日（年末年始は除く）の昼食を届けます。
利用者負担：1 食につき 500 円（生活保護世帯は１食につき 370 円）

有 無

都営交通の無料乗車券 身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方が、都営交通を利用する際に無料で乗車で
きる無料乗車券を発行します。 無 無

精
神
障
害
者

精神保健福祉相談
（一般相談等）

通院している在宅の精神障害者及びその家族を対象に生活相談（生活の仕方や対人関係等）や医療の相談（薬の飲み方、
医療の継続の相談等）、福祉相談（経済的支援、住居、就労等）のほか、社会復帰施設の利用や助言、あっせんの相談
を行います。

無 無

※★のサービスの申請等は、東大和市総合福祉センターは～とふるでも受け付けています。
▷問合せ　　身体・知的障害者（児）： 障害福祉課障害福祉係　 内線 1123・1124・1125　ファクス 042-563-5928 まで。
　　　　　　精神障害者（児）・難病等の方： 障害福祉課 相談支援係　内線 1126・1127・1128　ファクス　042-563-5928 まで。
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／
実
施
期
間　

５

月
15
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月
10

日
㈯
／
実
施
方
法　

抗
体
検
査

実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
を

し
、
住
所
・
生
年
月
日
の
分
か

る
も
の（
保
険
証
や
免
許
証
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
／
無
料

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ

Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
妊
娠

を
希
望
す
る
19
歳
以
上
の
女
性

で
、
次
に
あ
げ
る
風
し
ん
抗
体

検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が
不
十

分
だ
っ
た
方
①
右
記
事
業
で
受

け
た
抗
体
検
査
（
平
成
26
～
28

年
度
受
検
者
含
む
）
②
過
去
の

妊
婦
健
診
で
受
け
た
抗
体
検
査

■
（
任
意
）
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
～
特
定
の
病
気
等
が

あ
る
方
の
接
種
費
用
の
一
部
助

成
を
行
い
ま
す
～

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和

28
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方
（
５
年
以
内
に
接
種
し
て

い
る
方
を
除
く
）

①
（
ア
）
心
臓
、
腎
臓
ま
た
は

呼
吸
器
に
疾
病
や
機
能
障
害
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ

る
等
で
、
医
師
が
必
要
と
判
断

し
た
方
（
イ
）
右
記
の
他
、
疾

病
・
障
害
等
に
よ
り
、
肺
炎
重

症
化
の
リ
ス
ク
が
（
ア
）
と
同

程
度
に
高
く
、
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
方
②
接
種
歴
が
あ
る

な
ど
に
よ
り
、
今
年
度
の
定
期

予
防
接
種
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
③
過
去
に
公
費
助
成
を
受
け

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

就
学
前
の
乳
幼
児
／
６
月
１

日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時
／

場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
６
月
７
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
５
月
16
日
㈫
か
ら
受
付
開

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作

り
方
の
話
、
試
食
（
保
護
者
の

み
）
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は

だ
っ
こ
ひ
も

■
幼
児
食
講
習
会

　

１
歳
６
か
月
～
３
歳
の
幼
児

の
保
護
者
／
６
月
８
日
㈭
午
前

９
時
30
分
～
正
午
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申

込
順
。
５
月
16
日
㈫
か
ら
受
付

開
始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

■
い
き
い
き
ヘ
ル
シ
ー
教
室

「
夏
ま
で
に
理
想
の
身
体
を
作

ろ
う
！
」
～
ま
ず
は
自
分
の
身

体
を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
～

　

体
脂
肪
・
筋
肉
量
測
定
を
し

ま
す
。
室
内
で
簡
単
に
で
き
る

運
動
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

食
事
の
と
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　

原
則
65
歳
未
満
の
方
／
日

時
・
内
容
等　

左
表
の
と
お
り

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
20
人
（
申
込
順
）

■
健
（
検
）
診
を
は
が
き
で
申

込
む
場
合
の
注
意
点　

　

今
年
度
か
ら
、
各
健
（
検
）

診
の
申
込
期
間
を
各
健
（
検
）

診
毎
に
申
込
開
始
月
15
日
～
翌

月
８
日
へ
変
更
し
ま
し
た
。

　

申
込
期
間
内
の
消
印
が
押
さ

れ
て
い
る
は
が
き
の
み
有
効
で

す
。

※
期
間
外
の
申
込
み
（
15
日
以

前
・
８
日
以
後
の
消
印
の
あ
る

も
の
）
や
、
不
備
の
あ
る
も
の

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
乳
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
女

性
（
平
成
28
年
４
月
～
平
成
29

年
３
月
に
市
の
乳
が
ん
検
診
ま

た
は
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
乳
が

ん
検
診
を
受
け
た
方
は
除
く
）

①
東
大
和
病
院
附
属
セ
ン
ト
ラ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
７
月
１
日
㈯

～
９
月
30
日
㈯
（
月
・
木
・
金
・

■
成
人
健
康
相
談

　

喫
煙
・
飲
酒
な
ど
を
含
め
た
生

活
習
慣
改
善
の
相
談
や
、
健
診

結
果
の
見
方
な
ど
に
、
保
健
師
・

日時 内容・講師 持ち物等
6 月 8 日（木）
午後 1 時 30 分～
4 時

運動実技（健康運動指導士）、
保健に関する講話（保健師）、
体成分分析装置 INBODY 測
定

健康手帳（お持ちの方）、
筆記用具、タオル、水分
補給用飲料水、動きやす
い服装

6 月 12 日（月）
午前 9 時 30 分～
午後 0 時 30 分

栄養に関する講話・調理実習
（栄養士）

健康手帳、筆記用具、エ
プロン、三角巾

東
大
和
市
中
央
3
―
918
―
1

東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

※�

○
○
○
○
申
込
み
〔
希
望
す

る
検
診(

健
診)

名
を
記
入
〕

2 0 7 0 0 1 5切手

保

健

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は、大変混雑しています。駅までおおむね 800 メートル以内にお住まいの方の自転車等利用
の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線 1213 まで

乳がん検診用

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．生年月日・年齢
４．電話番号
５．検診希望日
　第１希望日�（○月○日　曜日・午前・午後）　
　第２希望日�（○月○日　曜日・午前・午後）　
　第３希望日�（○月○日　曜日・午前・午後）　
　※第３希望日までご記入ください。

【東大和病院付属セントラルクリニックの場合】
　第１～第３希望曜日を記入

【検診車の場合】
　第１～第３希望日と午前・午後を記入

（はがきウラ）

胃がん検診用

１．申込者の住所
２．氏名（ふりがな）
３．生年月日・年齢・性別
４．電話番号
５．検診希望日
　第１希望日　○月○日（○曜日）
　第２希望日　○月○日（○曜日）
　第３希望日　○月○日（○曜日）
　※第３希望日までご記入ください。

（はがきウラ）

予

防

情 報
マップ

③
自
費
で
受
け
た
抗
体
検
査

（
不
十
分
な
抗
体
価
と
は
、
Ｈ

Ｉ
法
で
16
以
下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ

法
で
８
未
満
）
／
実
施
期
間　

５
月
15
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月

31
日
㈯
／
実
施
方
法　

①
に
該

当
す
る
方
は
、
検
査
を
行
っ
た

医
療
機
関
に
直
接
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
②
③
に
該
当
す

る
方
は
、
抗
体
検
査
結
果
の
コ

ピ
ー
を
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種

予
診
票
を
発
行
し
ま
す
／
無
料

※
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
の

実
施
医
療
機
関
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
こ
と
が
な
い
方
／
接
種
期
間　

５
月
15
日
㈪
～
平
成
30
年
３
月

31
日
㈯
（
医
療
機
関
の
休
診
日

を
除
く
）
／
100
人
（
申
込
順
）

接
種
回
数　

１
回
／
費
用　

自

己
負
担
六
、〇
〇
〇
円
（
生
活

保
護
世
帯
等
は
無
料
）
／
場
所　

市
内
指
定
医
療
機
関
／
申
込
方

法　

５
月
15
日
㈪
か
ら
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け
付
け

ま
す
。
定
員
と
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５�

２
１
１
ま
で
。

ら
電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま

す
）
／
保
育
室
有
り
（
15
人
。

申
込
順
）
／
食
育
講
話
、
調
理

実
習
、試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用

具

栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
が
応
じ

ま
す
。
／
６
月
２
日
㈮
午
前
10

時
～
11
時
30
分
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
予
約
不
要
で

す
。
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
健
診
結
果
を
お
持

ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
食
育
推
進
事
業
～
手
打
ち
う

ど
ん
講
習
会
～

　

東
大
和
市
の
郷
土
食
う
ど
ん

を
打
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
地
粉

を
使
っ
た
パ
ン
の
作
り
方
も
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
在
住
の
方
／
６
月
14
日

㈬
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
／
16
人
（
申
込
順
。
５
月

16
日
㈫
か
ら
受
付
開
始
）
／
保

育
室
有
り
（
１
歳
～
就
学
前
の

幼
児
８
人
。
申
込
順
）
／
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

■
歯
周
疾
患
検
診

　

市
内
在
住
で
50
・
60
・
70
歳

の
方
（
昭
和
42
年
４
月
２
日
～

昭
和
43
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
、
昭
和
32
年
４
月
２
日
～
昭

和
33
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
、
昭
和
22
年
４
月
２
日
～
昭

和
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

が
対
象
で
す
。
対
象
者
に
は
個

別
に
は
が
き
を
郵
送
し
て
い
ま

す
）
／
７
月
１
日
㈯
～
11
月
30

日
㈭
（
医
療
機
関
の
休
診
日
は

除
く
）�

／
場
所　

指
定
医
療
機

関
／
400
人
（
抽
選
）
／
問
診
、

歯
周
組
織
検
査

　

詳
細
は
、
は
が
き
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
今
年
度
40
歳
の
方
に
は
、
別

途
検
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

※
対
象
と
な
る
方
で
、
は
が

き
、
ま
た
は
検
診
票
が
届
い
て

い
な
い
方
は
、
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　

５
～
６
月
は
ま
だ
暑
さ
に
慣

れ
て
い
な
い
た
め
、
夏
ほ
ど
気

温
が
高
く
な
く
て
も
熱
中
症
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
前

日
と
の
気
温
差
が
あ
る
日
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

汗
を
か
く
こ
と
で
体
内
の
熱

を
う
ま
く
外
に
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
格
的
に
暑
く
な
る

前
の
時
期
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
軽
い
運
動
を
し
て
汗
を

か
き
や
す
い
体
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

を
す
る
な
ど
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▪
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

土
曜
日
。
午
後
の
み
。
１
日
当

た
り
５
人
ま
で
）

②
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー(

検
診

車
に
よ
る
検
診)

は
８
月
４
日

㈮
、21
日
㈪
・
22
日
㈫
・
26
日
㈯
・

30
日
㈬
・
31
日
㈭
・
９
月
４
日

㈪
・
６
日
㈬
・
９
日
㈯
・
13
日

㈬
・
14
日
㈭
・
21
日
㈭
／
午
前
・

午
後
／
660
人
（
抽
選
）
／
問
診
、

乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
（
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
／
検
診
票
の

送
付
は
、６
月
下
旬
頃
を
予
定
。

◎
胃
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
で
35
歳
以
上
の

方
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除

く
（
今
年
度
市
の
胃
が
ん
リ
ス

ク
検
査
を
受
診
す
る
方
、
胃
・

十
二
指
腸
疾
患
で
手
術
を
し
た

方
や
治
療
中
の
方
、
肺
を
切
除

し
た
方
、
脳
卒
中
や
心
疾
患
の

発
作
か
ら
１
年
経
過
し
て
い
な

い
方
、
ま
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
ら

れ
な
い
方
、
妊
娠
中
ま
た
は
妊

娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
）

①
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
は
７
月

20
日
㈭
・
21
日
㈮
・
24
日
㈪
・

25
日
㈫
・
26
日
㈬
・
27
日
㈭
・

28
日
㈮
・
31
日
㈪
・
８
月
１
日

㈫
／
405
人
（
抽
選
）

②
東
京
都
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

（
府
中
市
）
は
８
月
２
日
㈬
・

３
日
㈭
・
４
日
㈮
・
７
日
㈪
／

20
人
（
抽
選
）
／
受
付　

午
前

８
時
30
分
～
11
時
／
問
診
、
胃

部
の
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影
／
検
診
票
の
送
付

は
、
７
月
中
旬
頃
を
予
定
。

※
８
月
２
日
㈬
の
検
診
は
、
施

設
の
み
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

【
検
診
の
申
込
方
法
】

◦
は
が
き
：
下
図
の
と
お
り
記

入
し
６
月
８
日
㈭(

消
印
有
効)

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
検
診

の
申
込
み
と
な
り
ま
す
。

◦
電
子
申
請
：
６
月
８
日
㈭
ま

で
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
窓
口
：
６
月
８
日
㈭
午
後
５

時
ま
で
に
、市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
申
込
専
用
は
が
き
」
も
配

布
し
て
い
ま
す
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

午
後
５
時
ま
で
に

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565

―
５
２
１
１
ま
で
。

乳
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
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■
消
費
者
展
（
パ
ネ
ル
展
）

　

国
で
は
、
昭
和
63
年
か
ら
毎

年
５
月
を
「
消
費
者
月
間
」
と

し
、
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費
者
が

主
役
と
な
る
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
、
と
も
に
考
え
る
事
業
を

集
中
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
消
費
者
月
間

に
合
わ
せ
て
消
費
者
パ
ネ
ル
展

を
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
20
日
㈯
～
26
日
㈮
：
市

役
所
１
階
入
口
ホ
ー
ル
（
土
曜

日
の
午
後
と
日
曜
日
は
除
く
）

／
時
間　

最
終
日
は
午
後
３
時

ま
で
展
示
し
ま
す
（
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
／　

地
域
振
興
課
・
内
線
１
７
１
５

ま
で
。

■
東
大
和
市
商
工
会
「
個
別
金

融
相
談
会
」
の
ご
案
内

　

東
大
和
市
商
工
会
で
は
、
事

業
資
金
に
関
す
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
の
小
規
模
事
業
者

の
方
／
日
時　

毎
月
第
１
木
曜

日
（
８
月
と
１
月
は
除
く
）
／

□
き
も
の
（
ゆ
か
た
）
の
着
方
と

作
法
教
室
（
き
も
の
サ
ー
ク
ル
花

車
の
会
）
／
小
学
３
年
生
～
中
学

生
の
親
子
／
６
月
～
８
月
の
日
・

木
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
／
場
中

※
凡
例　

場
場
所
、
講
講
師
、

費
費
用
（
記
載
な
し
は
無
料
）、

入
入
会
金
、
月
月
会
費
、
持
持

ち
物
、
問
問
合
せ
、
申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
込
み
や
問
合
せ
は
、
記

事
の
主
催
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

央
公
民
館
／
20
人
（
申
込
順
）
／

講
高
橋
蓉
富
子
／
持
ゆ
か
た
一

式
（
お
持
ち
の
方
）
貸
し
出
し

有
／
問
関
田
090
―
８
９
４
３
―

４
９
５
７

□
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介
護

し
て
い
る
方
、
経
験
者
他
／
５
月

21
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時
45
分
／

場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め

／
10
人
位
／
介
護
の
悩
み
を
話
し

た
り
、
情
報
交
換
。
認
知
症
の
家

族
と
同
伴
可
（
事
前
予
約
）
／
費

100
円
／
問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど

う
ま
め
042
―
565
―
９
７
７
８

□
大
和
会
公
開
医
学
講
座
「
い
の

ち
を
預
か
る
医
療
の
キ
カ
イ
た
ち

～
家
庭
用
医
療
機
器
か
ら
院
内
医

療
機
器
の
入
門
講
座
～
」（
社
会

医
療
法
人
財
団
大
和
会
）
／
６
月

３
日
㈯
午
後
３
時
～
４
時
／
場
東

大
和
病
院
／
講
梶
原
吉
春
／
申
込

不
要
／
問
大
和
会
法
人
本
部
広
報

企
画
課
042
―
567
―
８
３
０
７

□
春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
団
体

戦
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）
／
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生

以
上
／
６
月
18
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
／
場
東
大
和
市
ロ
ン
ド

み
ん
な
の
体
育
館
／
男
女
チ
ー
ム

（
６
～
８
人
で
チ
ー
ム
編
成
）
／

費
１
団
体
八
千
円
／
申
６
月
９
日

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

山
地
042
―
562
―
７
３
９
７
へ
。

□
バ
ザ
ー
品
提
供
の
お
ね
が
い

（
み
ん
な
の
会
・
第
二
み
ん
な
の

家
）
／
６
月
25
日
㈰
に
開
催
す
る

地
域
交
流
会
「
来
て
！
見
て
！

作
っ
て
！
」
へ
の
バ
ザ
ー
品
の
提

供
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
（
人
形
、

大
型
家
具
、
古
着
、
家
電
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
）
／
問
第
二
み
ん
な

の
家
042
―
567
―
０
２
６
７

□
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
会
員
募
集

（
ひ
ま
わ
り
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

／
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
～
11
時

30
分
／
場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん

な
の
体
育
館
／
初
心
者
で
も
で
き

る
室
内
テ
ニ
ス
。
運
動
不
足
解
消

／
入
千
円
／
月
千
五
百
円
／
問

原
紺
042
―
561
―
４
４
８
０

□
都
立
村
山
特
別
支
援
学
校
公
開

／
肢
体
不
自
由
児
を
対
象
と
し
た

特
別
支
援
学
校
／
６
月
７
日
㈬
午

前
９
時
15
分
～
正
午
（
受
付
９
時

か
ら
）
／
場
都
立
村
山
特
別
支

援
学
校
／
学
校
概
要
説
明
、
授
業

参
観
、
個
別
相
談
／
参
加
に
は
事

前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
／
問
都

立
村
山
特
別
支
援
学
校
042
―
564
―

２
７
８
１

□
戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ
～

国
・
都
主
催
戦
没
者
追
悼
式
の
実

施
（
予
定
）

　

８
月
15
日
㈫
／
場
全
国
戦
没
者

追
悼
式
は
日
本
武
道
館
、
東
京
都

戦
没
者
追
悼
式
は
文
京
シ
ビ
ッ
ク

ホ
ー
ル
／
申
６
月
１
日
～
15
日
の

間
に
東
京
都
福
祉
保
健
局
計
画
課

03
―
５
３
２
０
―
４
０
７
６
へ
。

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課
（
市
役
所
１
階
）
で

たかが捻挫、されど捻挫
（特に小児の捻挫）

　捻挫とは、関節に通常以上の外力が加わ
り、関節を支持している靭

じんたい

帯や関
かんせつほう

節包が損
傷する疾患ですが、その中で最も多いのが
足関節捻挫です。
　捻挫の診断には、視診、触診以外に画像
検査が必要です。さらに重症度を調べるた
めには、ストレス・レントゲン検査（力を
加えて撮影する方法）が有用であり、その
重症度分類により治療法を選択します。
　小児の足関節捻挫はよく遭遇する疾患で
すが、その特徴のひとつに靭

じんたい

帯付着部にて
軟骨を含む裂離骨折を伴うことが多い点が
挙げられます。単純レントゲン検査では骨
片が発見されないことも多く、必要に応じ
超音波検査やCT、MRI 検査を行います。
　骨折を認めた場合はギプス固定を行いま
すが、場合によっては手術が必要なことも
あります。残念ながら骨折が見逃されたり、
固定方法や固定期間が不十分であると、痛
みや不安定性が残ったり、将来的に変形性
関節症に至ることもあります。
　したがって、たかが捻挫だと安易に考え
ず、整形外科を受診し、きちんとした検査
や適切な治療を受けることが大切です。

公益社団法人東大和市医師会

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専

用
端
末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を

入
力
す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替

の
申
込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー

口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
（
金
融
機
関
の

届
出
印
は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線　

１
０
４
１
ま
で
。

◎
市
税・国
民
健
康
保
険
税

土
曜
収
納
窓
口

≪今月の納期≫
納期限　5 月 31 日㈬

◦固定資産税・都市計画税 第１期全期前納
◦軽自動車税 　　　　　全期
◦国民健康保険税 過年度分第２期
◦介護保険料 過年度分第２期
　お問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで
◦後期高齢者医療保険料 過年度分第２期
　お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の
利

用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

◦
先
生
、
貧
困
っ
て
な
ん
で

す
か
？

　

自
立
生
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
・
も
や
い�

著

◦
里
山
の
子
、
さ
っ
ち
ゃ
ん

佐
竹�

茉
莉
子�

著

◦
ハ
イ
ド
ン
の
音
符
た
ち

池
辺�

晋
一
郎�

著

〈
児
童
書
〉

◦
あ
わ
て
ん
ぼ
う
ウ
サ
ギ

中
川�

素
子�

再
話

〈
録
音
図
書
〉

◦
妄
想
科
学
小
説

赤
瀬
川�

原
平�

著

◦
東
京
都
三
多
摩
原
人

久
住�

昌
之�

著

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

５
月
と
11
月
は
第
２
木
曜
日
午

後
２
時
～
４
時
／
場
所　

東
大

和
市
商
工
会
館
／
無
料
／
相
談

員　

日
本
政
策
金
融
公
庫
立

川
支
店
の
担
当
職
員
／
申
込

み　

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、

開
催
日
の
前
々
日
ま
で
に
商
工

会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
／
東

大
和
市
商
工
会
☎
042
―
562
―

１
１
３
１
へ
。

■
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ

ネ
ス
ト
）
で
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
」
を

テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

最
近
何
か
と
話
題
の
「
Ｉ
ｏ

Ｔ
」。
中
小
企
業
の
活
用
事
例

な
ど
を
お
届
け
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　

５
月
25
日
㈭
／
時
間　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
／
講
師　

坂
田
淳
一
氏
（
桜
美
林
大
学
教

授
、
東
京
工
業
大
学
精
密
工
学

研
究
所
特
別
研
究
員
）
／
場

所　

中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

東
大
和
寮
３
階
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ

ｓ
ｔ
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
（
東
大

和
市
桜
が
丘
２
―
137
―
５
）
／

50
人
／
無
料
／
申
し
込
み
方
法

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
中

小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
／

ビ
ジ
ネ
ス
ト
担
当
☎
042
―
565
―

１
１
９
５
へ
。

■
新
宿
で
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り
農

業
フ
ェ
ア
が
開
催
！

　

先
月
オ
ー
プ
ン
し
た
「
Ｊ
Ａ

東
京
ア
グ
リ
パ
ー
ク
」（
新
宿

区
）
に
て
「
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り

農
業
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
東
大
和
を
は
じ
め
と
し
た

各
市
の
農
産
物
等
の
販
売
や
話

題
の
「
東
京
紅
茶
」
試
飲
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　

５
月
16
日
㈫
～
21
日
㈰
、
各

日
午
前
11
時
～
午
後
７
時（
土
・

日
曜
日
は
５
時
ま
で
。
月
曜
定

休
）
／
場
所　
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
１
階
（
渋
谷
区
代
々

木
２
―
10
―
12
）
／
Ｊ
Ａ
東

京
み
ど
り
本
店
☎
042
―
542
―

３
６
８
４
へ
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
～

嘱
託
職
員
募
集

　

職
種　

事
務
・
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
／
応
募
要
件　

介
護

福
祉
士
の
有
資
格
者
で
サ
ー
ビ

ス
提
供
責
任
者
の
実
務
経
験

者
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
及
び

自
動
車
運
転
が
で
き
る
方
／
採

用
予
定　

１
人
／
報
酬　

時
給

一
、二
八
〇
円
・
規
定
に
よ
り

交
通
費
の
支
給
あ
り
／
社
会
保

険
及
び
雇
用
保
険
に
加
入
／
そ

の
他
、
勤
務
日
時
・
応
募
方
法

等
の
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
窓
口
で
配
布

す
る
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
／
公
益
社
団
法
人
東
大
和

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

042
―
565
―
０
５
３
１
へ
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

４
月
上
旬
に
配
布
し
ま
し
た

「
平
成
29
年
度
東
大
和
市
健
康

づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

欄
の
受
診
期
間

お
知
ら
せ

医師会コーナー

市税・国民健康保険税はコンビ二エンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

（
正
）
６
月
中
旬
～
２
月
28
日

（
誤
）
６
月
中
旬
～
10
月
31
日

※
対
象
者
に
送
付
す
る
受
診
券

に
は
正
し
い
受
診
期
間
が
記
載

さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
６
、
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ

ほ
ん・本・Ｂｏｏ
ｋ
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●由紀さおり・安田祥子コン
サート 2017
　７月22日㈯午後３時開演
／大ホール　全席指定／一般
6,000円（友の会 5,500円）、３
歳以上は有料。３歳未満のひ
ざ上鑑賞は無料、座席が必要
な場合は有料。

●真夏に響けハーモニー～岡
本知高・榎本潤・東大和少年
少女合唱団
　８月６日㈰午後４時開演／
大ホール　全席指定／大人
3,000円（友の会 2,500円）、子
ども2,000円（３歳以上中学生
以下）／３歳未満のひざ上鑑
賞は無料。

●スティールパンライブ！～感
じようカリブの風～
　８月11日（祝日）午後３時
開演／小ホール　全席自由／
一般2,500円（友の会1,500円）、
子ども1,000円（５歳以上小学
生以下）／５歳未満の入場は
ご遠慮ください。

ロビーコンサート

●第 195 回ロビーコンサート皐
月「繋がる命」～素敵な音楽
の調べにのせて～
　５月31日㈬正午開演／入場
無料／出演予定　山口孝司（ヴ
ォーカル・ギター）、石田裕美
子（ピアノ）

6 月の施設利用の申込み

施設名 申込対象月
大・小ホール 平成30年６月
その他施設 平成29年12月

　市民を対象とした調整会議
は、６月１日㈭午後１時 30分
から行います。

チケット発売中の自主事業

●劇団四季ファミリーミュー
ジカル「ガンバの大冒険」
　５月27日㈯午後４時開演
／大ホール　全席指定／大
人 5,400円（友の会 4,900円）、
小学生以下 3,240 円（公演当
日３歳以上小学生以下）、３歳
以上は有料。３歳未満の着席
鑑賞は有料。
●ハミング・ザ・シネマ夏
①「スタンド・バイ・ミー」
②「セッション」
　７月15日㈯①午後１時上映
②午後３時30分上映／小ホー
ル　全席自由（全入替制）／
各回500円

古紙含有率70％再生紙を使用しています

 東大和市民会館
 ハミングホール
窓口販売：午前9時～午後8時30分
電話予約：午前9時～午後5時

☎ 042-590-4414

■
国
民
年
金
の
種
別
変
更

　

国
民
年
金
制
度
は
、
国
内
に

居
住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
全
て
の
方
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金

の
種
別
は
、
次
の
３
種
類
に
分

か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加
入
時

だ
け
で
は
な
く
、
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

【
国
民
年
金
の
加
入
種
別
】

◆
第
１
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
・
農
林
漁
業
者
と
そ
の
配
偶

者
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
無

職
の
方
等
で
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
が
対
象
で
す
。
加
入
や

種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
被
保

険
者
の
方
が
行
い
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者　

会
社
員

や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保

険
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。
加
入
手
続
き
は
、
勤
務

先
で
行
い
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者　

第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
が
対
象
で
す
。
届
出
は

第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。

【
種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス
】

◆
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
方

60
歳
未
満
の
第
２
号
被
保
険
者

が
会
社
等
を
退
職
す
る
と
、
第

３
号
被
保
険
者
と
な
る
方
を
除

き
、
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者
も

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
方

第
１
・
第
３
号
被
保
険
者
が
就

職
し
て
厚
生
年
金
保
険
に
加
入

す
る
と
第
２
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
方

第
１
・
第
２
号
被
保
険
者
が
婚

姻
や
退
職
等
で
第
２
号
被
保
険

者
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
と

第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

■
お
得
な
付
加
保
険
料
の
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

期
間
（
厚
生
年
金
等
の
加
入
期

間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
、
免
除
や
猶
予
さ

れ
た
期
間
が
25
年
（
平
成
29
年

８
月
以
降
は
10
年
）
以
上
あ
る

方
は
、
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額

を
少
し
で
も
多
く
受
給
し
た
い

方
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
あ

わ
せ
て
、
付
加
保
険
料
（
月
額

400
円
）
を
納
付
す
る
と
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ

れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
納
付
額
と
受
給
額
の
例
（
10

年
間
納
付
し
た
場
合
）

納
付
額
＝
400
円
×
12
月
×
10
年

＝
四
万
八
、〇
〇
〇
円

受
給
額
（
年
額
）
＝
200
円
×
12

月
×
10
年
＝
二
万
四
、〇
〇
〇
円

〈
留
意
事
項
〉

◦
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望

す
る
方
は
、
申
出
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の

方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で

き
ま
せ
ん
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

03
―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

▽
受
付
時
間

◦
月
～
金
曜
日
：
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分
（
月
曜
日

は
午
後
７
時
ま
で
）

◦
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
―
523
―
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

献血にご協力を
▷ 日時　5 月 23 日㈫午前 10 時～正午、午後 1 時 15 分

～ 3 時 45 分
▷場所　市役所会議棟前
▷献血種類　200 または 400 ミリリットル採血
※ 当日の必要量が確保できた際には、受付を終了させてい

ただく場合がありますので、ご了承ください。
▷問合せ　市立保健センター☎ 042-565-5211 まで。

広
　
告

　
国
民
年
金

　
　
　
だ
よ
り

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
TEL	042-528-1611（代）へ

市民記者
レポート

“クリエイティブ”ということ
－行政現場を見つめて－

　この市民記者のお仕事をやらせて頂くようになって
から、市の各部署や施設などを親しく取材する機会
に恵まれて来ました。
　これを通して痛感した事は、行政の現場とは、実
に“クリエイティブ（創造的）”な世界であるというこ
とです。
　“クリエイティブ”と言うと、とかく芸術家のような
人々を連想しがちですが、こうした方々は、自己をい
かに主張するかに力点を置いているようです。
　これに対し、行政人は、より良い市民サービスの
実現という目標を、チームを組んで、“クリエイティ
ブ”に達成しようとしているプロ集団、と言えましょう。
芸術家にしばしば見られる自己満足という甘えに陥る
隙は、基本的にありません。
　ただ、こうした行政人の“クリエイティブ”な努力
の実りは、多くの場合、外には現れません。目立たな
い日常業務の試行錯誤を通して醸し出される、隠し
味のようなもの、と形容出来るかも知れません。
　そして、この日々の積み重ねを支えているのは、高
みを目指す、行政人一人ひとりの辛抱強い情熱と思い
ます。それは、哲学や芸術の根本とされる“真善美”
の探求を、労働現場で遂行している姿、と私は証言
します。
　人の創造性に気付き、その創造性に共感し、その
創造性を尊重するためには、自らが創造的でなけれ
ばならない、と私は考えます。
　行政は完全無欠ではないし、それに従事する行政
人もスーパーマンではありません。私たちと同様に、
怒りもし、泣きもし、怠けもします。
　私たち市民は、こうした現実に拒否的になるのでな
く、積極的に許容していく必要があると思います。そ
うした位置にある時、市民と行政人とが、人として互
いの創造性を生かし合う出発点に立つことが可能に
なるのでしょう。
　頑張るという事が、無思慮に強調される今の日本。
この生き辛さの中で、私たちの街からだけでも、醒め
た感覚を発信していきたいです。

（市民記者�浅利和彦）


